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農
業
用
水
施
設
等
の
更
新
計
画
は

 
農
業
用
水
施
設
等
の
更
新
は
、
計
画
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
︒

企
画
財
政
課
長　

更
新
計
画
に
基
づ
い

て
担
当
課
で
ポ
ン
プ
等
の
改
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。

中
央
コ
ミ
セ
ン
と

 

給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
は

 

中
央
コ
ミ
セ
ン
と
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
あ
た
っ
て
は
︑
多
く
の
村
民
の
意

見
を
聞
い
て
も
ら
え
ま
す
か
︒

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

多
く
の
村
民

の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
関
し
て
は
、
現

在
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

の効果を!! 全員賛成で全員賛成で全員賛成で
採 択採 択採 択

問問 答

保
育
料
無
償
化
に
向
け

 

制
度
の
周
知
を

国
の
保
育
料
無
償
化
に
つ
い
て
︑
保
護

者
へ
の
制
度
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
し

ま
す
か
︒

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

保
育
料
無
償

化
は
、
国
か
ら
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
保
護
者
及
び
全
家
庭
に
通
知
を
発
送
い
た

し
ま
す
。

空
き
家
等
対
策
補
助
金
は

補
助
金
は
要
綱
に
基
づ
い
た
執
行
等
︑

取
り
扱
い
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
︒

建
設
課
長　

内
容
や
補
助
金
の
金
額
等

を
、
今
後
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問 問答答

答
　

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
案
は
︑
３
月
１
日
に
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
︑
３
月
６
日
に
︑
執
行
側
か
ら
村
長
︑

副
村
長
︑
教
育
長
及
び
関
係
課
長
局
長
等
の
出
席
を
求
め
︑
慎
重
か
つ
厳
正
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
︒
委
員
会
で
は
︑
活
発
な
質

疑
が
行
わ
れ
︑
各
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
集
約
し
︑
６
項
目
の
改
善
・
要
望
事
項
と
し
て
提
出
し
ま
し
た
︒
採
決
の
結
果
︑

全
員
賛
成
で
採
択
し
ま
し
た
︒

10 月より保育料無償化へ
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情
報
通
信
技
術
環
境
整
備
事
業
と
は

情
報
通
信
技
術
環
境
整
備
事
業
の
内
容

は
︑
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
︒

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

中
学
生
が
使

う
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
は
約
１
学
年

最少の経費で最大
交
通
弱
者
へ
の
対
策
を

交
通
弱
者
の
現
状
調
査
や
対
策
を
検
討

し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
︒

企
画
財
政
課
長　

今
後
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

分
１
５
０
台
が
入
り
ま
す
。
ま
た
、
先
生
方
に
も

１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
が
入
り
ま
す
。

あ
と
は
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
据
え
置
き
型
の
パ
ソ

コ
ン
の
ソ
フ
ト
が
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７
か
ら
、
Ｗ

ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
変
更
し
ま
す
。

一、農業用水施設等の更新は、計画性を持って実施するこ
と。

一、中央コミセンと学校給食センターの複合施設における
基本設計業務は、年齢性別を問わず、多くの村民の意
見を汲み上げた設計となるようにすること。

一、茅野遺跡の今後の遺跡保存方法や活用につながる計画
は、発掘調査報告書の作成と同時に検討すること。

一、国の保育料無償化に向けて、保護者をはじめ村民に制
度の周知を図ること。

一、空き家等対策補助金は、要綱に基づいた適切な執行を
図るとともに、関係各課で連携し、移住・定住や人口
増につながるように、内容を検討すること。

一、高齢者運転免許証返納制度は、補助金の交付とともに、
交通弱者対策を検討すること。

下記の６項目の
改善・要望事項を提出

予算審査 特別委員会

最少の経費で最大
平成31年度一般会計予算

問 問

問答

答答

中学校でタブレットの活用を


